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研究成果概要 
本研究（Opt-copter：飛行型較正光源）の最終目標は，大気蛍光望遠鏡(FD)の応答およ
び幾何光学系の較正手法の確立である。本年度は望遠鏡の光学特性の解析へのアプロー
チ、特に集光特性の評価を試みた。 
 
1. TA 実験の大気蛍光望遠鏡の集光シミュレーションを作成し、集光パラメータに寄与す

る望遠鏡の幾何パラメータを特定した。 
 TA 実験で使用している観測シミュレータを Opt-copter 用に改変した。集光像の広がり
は、複合球面鏡を構成する個々の鏡の拡散反射の広がりを示すスポットサイズパラメータ
（SSP）と個々の鏡の設置方向による影響が大きいことを特定した。 
  

 
2. シミュレーションと測定データを比較して、望遠鏡の幾何パラメータの最適化を行なっ

た 
 一方で、測定データからRTK-GPS の測距により得られるOpt-copter の視野中での方向と
受光重心の差分を関係が集光特性を測るパラメータであることを特定しており、像が大きい
ほどGPS測距と受光重心が同値に近い数値を示し、小さいほど乖離することが分かった。 
 よって、GPS 測距と受光重心の関係を再現する SSP と鏡の設置方向をシミュレーション
により最適化を行なった。 

 
3. 最適化された望遠鏡の幾何パラメータを適用したシミュレーションで得られた集光像

の再現度の向上を確認した。 
 2017 年にG. Thomson 教授らにより得られた天体（木星）を集光した像を捕えた写真と
比較し従来よりも再現度が高いことを確認した。 
 
4. 上記の内容を学会で報告した。 
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